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１．はじめに 

革製品や木材製品など，モノを使用していく中で，「なじん

だな」といった印象を抱くことがある．野球少年だった著者に

とっては，グローブがまさにそうであった．新品のグローブほ

ど心が躍るモノはなかったが，新品の状態ではまだ硬く，思い

通りに捕球ができないこともあった．しかし，使い込んでいく

うちに段々と使い心地が良くなり，いつしかグローブは自分に

とって身近で，なくてはならないモノになっていった．このよ

うに，グローブが私の手に,私自身に「なじんで」いったのであ

る． 

ここで，「なじむ」という言葉を考えると，手になじむ，靴

がなじむ，職場になじむ，なじみの客，幼なじみなど，私たち

の世界には実に多様な「なじむ」が存在することに気付く．果

たしてこれは偶然か，必然か．本研究では，多様な「なじむ」

の中で，特に，「ヒト」と「モノ」との関係性における「なじ

む」に着目し，その価値を見出していく． 

 

２．「慣れる」と「なじむ」 

「なじむ」という言葉と似た意味を持つ言葉として，「慣れ

る」という言葉がある．しかし，両者の言葉は時に，それぞれ

の意味をそれぞれが包含しており，区別することが難しい． 

そこで，ヒトとモノとの関係性を表す場合において，これら

の言葉の違いを考えてみる． 

 

「ヒト」が「モノ（の扱い）」に慣れる 

 

「慣れる」を使用するとき，一般的には上記のように表現す

ると考えられる．この際，ヒトが主語，モノが慣れる対象とな

り，モノに対する違和感が無くなる，モノの扱いを習熟すると

いった意味になる．すなわち，「慣れる」とは，ヒトが主体で，

対象のモノに対するアプローチであると考えられる． 

 

「モノ」が「ヒト（の身体など）」になじむ 

 

一方，「なじむ」の場合，上記のように表現できる．この際，

「慣れる」とは逆で，モノが主語，ヒトが対象となり，使用に

よるモノの経年変化等で，モノがヒトと調和するといった意味

になる．すなわち，「なじむ」においては，モノが主体となり

（主体であるかのように感じ），ヒトにアプローチしていくと

いう側面が考えられる． 

 

３．事例 

 前述した「慣れる」と「なじむ」について，ヒトからモノへ

アプローチしていく事例と，モノからヒトへアプローチしてい

く事例を，著者らの研究室で行った研究を例に紹介する． 

3.1 ヒトからモノへのアプローチ：シャープペンシル 

 ヒトがモノに慣れるに従って，モノの使い方が変化していく

と考えられる．そこで，大学生10名を対象に，20日間シャープ

ペンシルを使用した際の，把持力の経時変化を計測した．用い

た試料については，軸径や重量の異なる7種類のペンをそれぞ

れ試し書きしてもらい，嗜好度を順位付けてもらったもののう

ち，順位が一番低かったもの（嫌いと感じたペン）を被験者ご

とに1本選定した．評価の低いシャープペンシルにした理由は，

使い方に大きな変化が生じると予想したからである．この試料

を，20日間毎日使用してもらい，20日間使用をする前と後に，

3回ずつ把持力を計測し，平均値を算出した． 

 把持力の計測には，加圧により抵抗が変化するセンサを用い

た．これを，母子，示指，中指のペンが接触する箇所に装着し

た．この際，得られた値は，センサで算出した抵抗値の変化を

荷重の変化として出力したものであり，無次元量となる．図1に，

ある1名の被験者の結果を示す． 

 

 

図1 把持力の経時変化 
 

 全ての被験者において，20日間使用の前後で把持力が変化し

ており，図1のように，荷重が過度に強かった指は弱く，弱かっ

た指は強くなる傾向があった． 

 身体各部位がどのような位置関係にあるか，ある動作をとる
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には身体の各部位をどこからどこへどのくらい動かせばよい

のかなど，自己身体認知をする上での潜在的な機能として，身

体図式が知られている．そして，この身体図式は，ヒトが道具

を使用することで更新され,その道具を含めて機能するように

なるという[1]．すなわち，ヒトがモノの扱いに慣れるには，こ

のような働きが身体各部位を調節，協調させるのであり，ペン

の使用においても同様であったと考えられる． 

3.2 モノからヒトへのアプローチ：ランドセル 

次に，モノの経年変化をヒトが認知し，その変化を「なじん

でいる」と感じる例として，ランドセルを紹介する．小学生を

対象に，自分が普段使用しているランドセルと，新品のランド

セルを背負い歩行した際の，肩と背中にかかる圧力を計測した．

計測には，シート状の体圧センサを用い，これを被験者の肩か

ら背中にかけて貼り，その上からランドセルを背負ってもらっ

た．図2に，ある被験者1名（小学4年生）の結果を示す．図中の

上側が肩，下側が腰付近の体圧分布を表している． 

 

 

図2 肩と背中の圧力分布（左：新品 右：自分のモノ）  
 

 新品の場合（図2の左），肩と肩甲骨付近の圧力分布がまばら

であり，変動が大きかった．特に，肩甲骨付近の圧力に関して

は，そもそも圧力が生じていない状態と，顕著に生じている状

態とがあり，圧力分布が安定していなかった．一方，自分のラ

ンドセルの場合（図2の右），肩甲骨付近には圧力が生じず，肩

と腰に安定して圧力がかかっており，変動も少なかった．ラン

ドセルが使用者の身体に沿った変化をしたため，圧力分布に違

いが生じたと考えられる． 

 さらに，この被験者に，目隠しをしてもらった状態で2つを背

負い比べてもらい，「2つのうち，どちらが普段使用しているラ

ンドセルか」と尋ねたところ，即答で正解した．ランドセルは

経年変化することでヒトになじみ，使用者もその変化を認知し

ていたため，自身のランドセルを回答することができたと考え

られる． 

 

４．今後の展望 

 ヒトとモノとの関係性に着目した「なじむ」においては，モ

ノがヒトにアプローチするという，モノが主体となった側面を

考えたが，言葉の使用シーンを拡張させると，（ヒトが）職場

になじむなど， 

 

「ヒト」が「何か」になじむ 

と表現することもできる．すなわち，モノをはじめとした「何

か」だけが主体となるわけではなく，「ヒト」もまた主体とな

り，「何か」へアプローチをしていく．だとすると，「ヒト」

と「何か」がなじむ場合は本来，両者が双方的に寄り添い合う

ことで生まれる調和を意味するのではないだろうか．よって，

今後は，ヒトがモノへアプローチする「慣れる」という側面も

含めた意味で「なじむ」という言葉を捉え，考えを発展させて

いきたい． 

 

５．おわりに 

商品が持つ価値の1つとして，その商品の有効性を意味する

使用価値が知られているが，実際に，我々はどの程度，使用価

値を感じ取れているだろうか．もちろん，その商品に相応の価

値が付加されていなければ，価値を享受できなくても無理もな

いだろう．しかし，使用価値は，生産者が商品に与えた特性を

消費者が評価し，その有効性を認めた場合に限り生まれる[2]

ともされており，消費者に委ねられる部分も非常に大きい．も

し，その商品の価値を活かすも殺すも使うヒト次第ならば，モ

ノの溢れた現代において，どれほどのモノが埋もれ，無駄にな

ってしまっているだろうか．大量生産大量消費から脱却し，持

続可能な社会を実現するために，ヒトはモノとどのような関係

性を築くべきか，もう一度，考え直す必要がある． 

モノづくりにおいて，生産者は販売時点での価値の訴求に終

始している部分が大きいというのが実状であり，消費者の心理

としても，新品の状態が最も良く，使用するにつれ劣化してい

くと考えてしまうのが現状だ．しかし，本来は，使用を通じて

モノはヒトになじみ，個人専用にカスタマイズされていくこと

でそのヒトにとっての究極の心地良さを実現する．さらに，ヒ

トもモノになじみ，扱い方を習熟するだけでなく，愛着なども

湧き，いつしかかけがえのないモノになる．このように，どち

らかの一方的なアプローチに留まらず，ヒトからもモノからも

歩み寄る，双方向的で等価な関係性を，すなわち，「ヒトとモ

ノがなじむ」という関係性を築ければ，1つのモノとより長く，

深い関係性を築くことができると我々の研究室では考えてい

る．そのためには，情報のやり取りや交換の能力，関係形成能

力としての意味でのヒトの感性[3]が重要である．すなわち，

我々は，何かになじみ，また，なじみを感じ取るための「なじ

む感性」を育むべきである． 

 もし，そのような感性が備われば，決してモノが劣化して

きたとは思うまい．言うなれば，それは，「経年優化」であ

る． 
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